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真
言
・
陀
羅
尼
と
は
、

「
大
日
如
来
の
言
葉
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
知
的
に
理
解
す
る
も
の
で
は
な
く
、

信
じ
唱
え
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
、

そ
の
信
仰
の
力
が

神
仏
の
加
護
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

必
ず
支
え
て
く
れ
る
陰
の
力
が
必
要
で
あ
る
。

真
言
・
陀
羅
尼
を
唱
え
る
こ
と
で
、

目
に
は
見
え
な
い
仏
・
菩
薩
の
救
い
の
手
が

差
し
伸
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ら
い
と
き
、
苦
し
い
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、

何
か
を
成
し
と
げ
た
い
と
き
、

是
非
と
も
真
言
・
陀
羅
尼
を
唱
え
て
ほ
し
い
。

　

─
大
法
輪
閣
編
集
部
・
編

	

『
真
言
・
陀
羅
尼
・
梵
字
』
よ
り

「
真
言
・
陀
羅
尼
と
は
」
の
項
よ
り
抜
粋

（
文
・
小
峰
彌
彦
）
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★
第
一
部 

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
編

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は················

早
稲
田
大
学
教
授
／
日
本
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
学
会
理
事
長

 

越
川
房
子
60

〈
実
践
者
が
語
る
〉

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
こ
こ
が
す
ご
い
！·····

慶
應
義
塾
大

学
准
教
授

 

樫
尾
直
樹
65

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
実
践
法
─
通
勤
・
会
社
・

家
庭
　
　
　

····

浄
土
宗
光
琳
寺

副
住
職
　
　

 
井
上
広
法
70

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
注
意
点·····

東
京
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
セ

ン
タ
ー
名
誉
セ
ン
タ
ー
長

 

貝
谷
久
宣
79

表
紙
「
陽
光
さ
す
」（
日
展
）	…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
宮
本
脩
子

扉
絵
・
目
次
絵	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
吉
崎
道
治

カ
ラ
ー
口
絵　

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
命
懸
け
の
信
仰
─
神
奈
川
・
　
　
　

澤
田
美
喜
記
念
館
…
写
真
・
文
／
駒
澤
琛
道	

5

〈
巻
頭
〉
散 

善	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
総
本
山
光
明
寺
東
京
別
院
貫
主　

坂
下
隆
誠	

13

【
講
演
】宗
教
と

労
働

 

⑩ 

生
き
る
こ
と
、は
た
ら
く
こ
と
─
菩
薩
行

と
し
て	

… 

末東
京
大
学
名
誉
教
授

木
文
美
士	

14

自
分
だ
け
で
な
く
他
者
の
た
め
の
力
に
な
る
生
き
方
を
自
覚
す
る
の
が
「
実
践
と
し
て
の
菩
薩
」
で
す
。

中
国
禅
入
門

唐
代
禅
僧
た
ち
の
生
涯
19
─
鬼
神
は
敬
し
て

之
を
遠
ざ
く
？	

…
小
川　

隆	

34

法
華
経
へ
の
い
ざ
な
い
第
三
十
九
回
普
賢
菩
薩
の

偉
大
な
る
徳 

─ 

普
賢
菩
薩

勧
発
品

 

①	

…
北
川
前
肇	

27

リ
レ
ー
コ
ラ
ム　

仏
教
の
眼　
西
行
桜	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
衣
斐
弘
行	

42

じ
っ
く
り
読
み
解
く『
般
若
心
経
』〈そ
の
十
二
〉	

…
東
北
福
祉

大
学
学
長 

千
葉
公
慈	

146

鉄 

笛
○
40
歳
寺
嫁
、通
信
制
大
学
院
で
仏
教
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た	

…
…
天
野
和
公

○
上
七
軒
文
庫 

始
動
─
大
学
と
共
存
す
る
私
塾
を
目
指
し
て	

…
…
…
…
亀
山
隆
彦
44

特
集

＝生
活
に

い
か
せ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
呼
吸
法

心
身
の
健
康
な
ど
に
役
立
つ
と
話
題
の
瞑
想
法
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
と
、
そ
れ
に
関
連
し
て
改
め
て
注
目

さ
れ
て
い
る
色
々
な
呼
吸
法
を
、
多
様
な
観
点
か
ら
取
り
上
げ
、
そ
の
真
価
を
引
き
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

2020年3月号



マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
用
語
の
基
礎
知
識····

健
康
科
学

大
学
教
授 

井
上
ウ
ィ
マ
ラ
84

M
indfulness

の
語
源
／
サ
テ
ィ
パ
ッ
タ
ー
ナ・ス
ッ
タ
／
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
状
態
／
ジ
ョ

ン
・
カ
バ
ッ
ト
ー

ジ
ン
／
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス 

ス
ト
レ
ス
低
減
法
／
ボ
デ
ィ
ス
キ
ャ
ン
…

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
　

　
メ
リ
ッ
ト
を
科
学
す
る···················

早
稲
田
大
学
大
学
院
人
間
科

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

 

髙
橋　

徹
89

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
仏
教
か
?·················

曹
洞
宗
僧
侶 

藤
田
一
照
94

▼
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
取
り
組
む
団
体·················································

編
集
部
100

★
第
二
部 
呼
吸
法
編

呼
吸
と
健
康·····························································

東
京
有
明
医
療
大
学
学
長

／
昭
和
大
学
名
誉
教
授

 

本
間
生
夫
102

呼
吸
力
を
高
め
る
─
呼
吸
器
科
医
の
考
え
る

呼
吸
法
の
重
要
性
　

··············

打
越
メ
デ
ィ
カ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長 

打
越　

暁
108

〈
腹
式
呼
吸
〉で
心
身
が
変
わ
る
！····

動
体
学
創
始
者
／
自
由

人
（
ミ
ュ
ー
ト
）
主
宰 

河
野
智
聖
113

ヨ
ー
ガ
の
呼
吸
法················································

龍
村
ヨ
ガ
研
究
所
所
長 

龍
村　

修
119

禅
の
呼
吸
法··································································

大
阪
・
瑞
龍
寺
住
職 

住
谷
瓜
頂
124

合
氣
道
の
呼
吸
法············································
心
身
統
一
合
氣
道
会
会
長 

藤
平
信
一
130

お
す
す
め
呼
吸
法
と
　
　
　

　
や
っ
て
は
い
け
な
い
呼
吸
法········

帯
津
三
敬
病
院
名
誉
院
長 

帯
津
良
一
135

仏
像
を
守
る
第
7
章 

興
福
寺 

歴
史
の
継
承 

③	

…
法
相
宗
大
本
山
興
福
寺

執
事
・
境
内
管
理
室
長 

辻　

明
俊	

156

お
寺
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン〈
11
〉	

…
…
…
…
フ
リ
ー

ラ
イ
タ
ー 
杉
本
恭
子	

50

ほ
と
け
さ
ま
と
い
っ
し
ょ
〈
そ
の
二
十
三
〉 「
メ
ダ
カ
の
宇
宙
」	…
…
…
…
藤
原
祐
寛	

58

『
大
日
経
』の
お
し
え 

第
八
回  

九
つ
の
問
い
の
続
き	

…
…
…
…
下徳

島・最
明
寺
住
職

泉
全
暁	

162

早
稲
田
大
学
人
間

科
学
学
術
院
教
授 

熊
野
宏
昭



涅
槃
会
巡
拝
記
〈
九
〉
キ
リ
シ
タ
ン
の
島
の
涅
槃
図	

…
…
竹
林
史
博	

140

神
・
儒
・
仏

と
日
本
人 

㉞ 

性
善
説
と
い
う
通
奏
低
音	

…
…
…
…
…
…
森　

和
也	

168

あ
の
人
こ
の
言
葉
（
四
十
二
） 

伊
東
正
義
さ
ん
（
一
九
一
三
〜
一
九
九
四
）	…
横
田　

喬	

176

龍
と
共
に
生
き
る 

㉟ 

如
蓮
華
在
水	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
北
畠
聖
龍	

139

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん 

そ
の
⑲ 

電
話
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る	

…
…
…
た
ば
や
ん	

222

柳
宗
悦
論
─
「
仏
教
美
学
」
四
部
作
に
つ
い
て（
Ⅲ
）─
2	

…
…
…
…
…
…
岡
本
勝
人	

205

近
世
能
面
の
発
祥
地
、
白
山
平
泉
寺	

…
…
…
…
…
…
岩
井
孝
樹	

212

仏
教
な
ん
で
も
相
談
室	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鈴
木
永
城	

224

《
小
説
》
戦
乱
の
世
を
生
き
た
茶
人 

織
田
有
楽
斎
（
三
）	

…
…
…
…
岳　

真
也	

183

読
者
の
頁
短
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
篠　
　

弘
226

俳
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
川
晴
子
228

囲
碁
将
棋
公
案
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
工
藤
紀
夫
／
武
市
三
郎
49

展
覧
会
へ
行
こ
う
╱
書
物
の
輪
蔵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
230

3
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
232

教
界
レ
ン
ズ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
234

編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
236

　
　

カ
ッ
ト
・
さ
し
え
…
…
薫
風
／
悟
東
あ
す
か
／
山
本
太
郎

大
法
輪
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

現
代
人
の
た
め
の『
歎
異
抄
』入
門
⑭
声
に
出
し
て
読
み
た
い
　
　

『
歎
異
抄
』
の
名
言
（
中
編
②
）…
三
明
智
彰
191

画
僧
宥
恵
の
写
仏
の
す
す
め
㉑
七
福
神
、
大
黒
天
を
写
仏
し
よ
う
…
牧　

宥
恵
198
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散さ
ん

　

善ぜ
ん

 

坂さ
か

下し
た　

隆り
ゅ
う

誠じ
ょ
う

総
本
山
光
明
寺
東
京
別
院
貫
主

　

宗
祖
法
然
上
人
は
、
承
安
五
年
（
一
一
七

五
）、
四
十
三
歳
の
時
に
高
祖
善
導
大
師
が
著
あ
ら
わ

し
た
『
観
無
量
寿
経
疏し
ょ

』
散
善
義
か
ら
、
釈
迦

牟
尼
仏
出
世
の
本ほ
ん

懐が
い

、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
、
即

ち
念
仏
を
お
覚さ
と

り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

散
善
は
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
に
、
諸
行
に
よ

る
往
生
が
叶
わ
な
い
こ
と
を
気
付
か
せ
、
散
り

散
り
な
る
心
の
ま
ま
で
行
う
止し

悪あ
く

修し
ゅ

善ぜ
ん

の
こ
と

で
、
往
生
へ
と
導
く
特
別
な
方
便
で
す
。

　

す
べ
て
は
、
阿
弥
陀
仏
の
大
慈
大
悲
の
中
で

あ
っ
た
の
で
す
。
南
無
阿
弥
陀
仏
。
南
無
阿
弥

陀
仏
。
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マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と

呼
吸
法

特 集

　

こ
こ
数
年
で
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
日
本
で
も
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
健

康
の
増
進
や
生
活
上
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
知
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
関
連
し
て
、
呼
吸
法
も
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
呼
吸
法
を
、
日
常
の
中
に
最
大
限
に
活
用
す
る
す
べ
を
具
体

的
に
取
り
上
げ
、
読
者
の
皆
さ
ま
に
お
届
け
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
本
特
集
を
企

画
し
ま
し
た
。

生
活
に

い
か
せ
る



2020・3　大法輪│60

第
一
部
　
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
編

ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る
現
代
社
会
に
そ

の
瞑
想
法
が
応
用
さ
れ
る
こ
と
に
不
思
議

は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は

い
っ
た
い
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
こ
の

よ
う
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
育

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
や
実
践

★
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は

最
近
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
雑
誌
な
ど
で

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
言
葉
を
見
聞

き
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
源
は
、
仏
教
の
修
行
で

用
い
ら
れ
て
き
た
瞑
想
法
に
あ
り
ま
す
。

仏
教
は
人
間
を
苦
し
み
か
ら
解
放
す
る
た

め
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ス

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
を
説
明
し
て
き
ま
し
た
。
最
も
よ
く
用

い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

瞑
想
を
慢
性
の
痛
み
に
苦
し
む
患
者
さ
ん

に
用
い
て
、
そ
の
効
果
を
初
め
て
実
証
し
た

Kabat-Zinn

博
士
に
よ
る
も
の
で
す
。

彼
は
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
、
特
別

の
方
法
、
す
な
わ
ち
、
意
図
的
に
、
今
こ

の
瞬
間
に
、
評
価
・
判
断
を
す
る
こ
と
な

わ
せ

越こ
し

川か
わ 

房ふ
さ

子こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
稲
田
大
学 

教
授

日
本
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
学
会 

理
事
長

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は

★
第
一
部
　
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
編
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生活に　
いかせる マインドフルネスと呼吸法特 集

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は

し
に
、
注
意
を
向
け
る
こ
と
で
現
れ
る
気

づ
き
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
私
の
専
門
で
あ
る
臨
床
心
理

学
の
立
場
か
ら
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
つ

い
て
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど

紹
介
し
た
定
義
に
は
、《
注
意
》
と
い
う
言

葉
が
出
て
き
ま
す
。
注
意
に
は
い
ろ
い
ろ

な
用
い
ら
れ
方
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
、
例
え
ば
、「
校
則
違
反
を
し
た
学
生
に

注
意
を
す
る
」
と
い
う
時
の
「
気
を
つ
か

う
よ
う
に
教
え
る
、
忠
告
す
る
」
と
い
う

意
味
で
は
な
く
、「
心
を
集
中
さ
せ
て
気

を
配
る
」
と
い
う
意
味
で
の
注
意
で
す
。

★
「
注
意
」
を
巧
み
に
扱
う

私
は
仕
事
で
過
去
の
失
敗
に
落
ち
込
ん

で
い
る
人
や
、
何
か
失
敗
す
る
の
で
は
な

い
か
と
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
と
お
話
し

さ
せ
て
戴
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
状

態
を
《
注
意
》
と
い
う
視
点
か
ら
み
る

と
、
過
去
の
失
敗
に
注
意
が
集
中
し
て
そ

こ
か
ら
離
れ
な
い
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら

あ
る
大
事
な
状
況
で
失
敗
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
不
安
に
注
意
が
集
中
し
て
そ

こ
か
ら
離
れ
な
い
こ
と
だ
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
人
に
こ
う
し
た
経
験
が
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
多
く
の
場

合
、
目
の
前
に
は
今
、
こ
こ
で
す
る
べ
き

仕
事
が
あ
り
、
そ
の
仕
事
に
注
意
を
集
中

し
て
い
る
う
ち
に
失
敗
し
た
こ
と
か
ら
注

意
が
離
れ
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
注
意

が
他
に
移
る
こ
と
で
そ
の
こ
と
へ
の
囚
わ

れ
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
で
す
。
注
意
が
他

に
移
ら
な
い
場
合
は
、
そ
の
こ
と
だ
け
を

考
え
て
、
さ
ら
に
気
分
が
落
ち
込
ん
だ

り
、
不
安
に
な
っ
た
り
し
て
い
き
ま
す
。

最
近
の
研
究
は
、
気
分
と
物
事
の
と
ら

え
方
と
の
間
で
、
気
分
が
沈
む
→
物
事
を

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
る
→
さ
ら
に
気
分

が
落
ち
込
む
→
さ
ら
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
と

ら
え
る
…
…
と
い
う
悪
循
環
が
生
じ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
気
分
が
落
ち
込
ん
だ
り
不
安
に
な
っ

た
り
し
た
時
に
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
考
え

に
注
意
を
集
中
し
て
そ
の
中
に
入
り
込
む

の
で
は
な
く
、
考
え
に
執
着
し
て
い
る
注

意
を
、
今
、
す
る
べ
き
こ
と
へ
と
シ
フ
ト

す
る
こ
と
が
と
て
も
役
に
立
つ
の
で
す
。

こ
ん
な
ふ
う
に
注
意
を
巧
み
に
扱
え
る

よ
う
に
な
る
と
、
随
分
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に

な
る
こ
と
が
減
り
、
結
果
と
し
て
ス
ト
レ

ス
も
減
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
注

意
を
引
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
対
象
か
ら
引

き
離
し
、
今
や
る
べ
き
こ
と
へ
と
引
き
戻

す
、
い
わ
ば
心
の
筋
肉
を
育
て
る
こ
と
が

役
に
立
ち
ま
す
。
そ
し
て
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
瞑
想
は
こ
の
心
の
筋
肉
を
強
く
す
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
、
と
て
も
優
れ
て

い
る
の
で
す
。
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★
脳
科
学
と
心
理
学
の

　
研
究
成
果
が
示
す
も
の

ど
の
よ
う
に
優
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
、
最
新
の
脳
科
学
と
心
理
学
の
研
究
成

果
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

近
年
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ブ
ー
ム
の

背
景
に
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の

継
続
に
よ
っ
て
脳
の
機
能
や
構
造
が
改
善

し
た
と
い
う
脳
科
学
か
ら
の
研
究
報
告
の

存
在
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
の
分
野

の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
研
究
者
で
あ
る
サ
ラ
・

レ
イ
ザ
ー
博
士
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部

心
理
学
科
助
教
授
）
の
研
究
チ
ー
ム
は
、

M
BSR

と
い
う
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑

想
を
中
核
と
す
る
８
週
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
参
加
し
な

か
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
左
の
海か

い

馬ば

、

後こ
う

帯た
い

状じ
ょ
う

皮ひ

質し
つ

、
側そ

く

頭と
う

頭と
う

頂ち
ょ
う

接せ
つ

合ご
う

部ぶ

、
小

脳
の
灰か

い

白は
く

質し
つ

密
度
が
増
加
し
た
と
い
う
構

造
的
な
変
化
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
結
果
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
瞑
想
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の

領
域
と
関
連
す
る
機
能
、
す
な
わ
ち
学

習
、
記
憶
の
プ
ロ
セ
ス
、
感
情
調
整
、
自

己
に
関
連
す
る
情
報
の
処
理
や
知
覚
情
報

の
処
理
な
ど
に
改
善
が
見
込
め
る
可
能
性

を
示し

唆さ

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
脳
科
学
者
の
中
に
は
、
脳
科
学

か
ら
の
知
見
の
み
を
根
拠
に
、
治
療
的
な

介
入
の
効
果
を
断
定
す
る
の
は
リ
ス
ク
が

高
い
と
指
摘
す
る
人
も
多
く
い
ま
す
。
ま

だ
脳
科
学
は
十
分
に
成
熟
し
て
い
な
い
領

域
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。
そ
の

た
め
、
心
理
的
査
定
を
用
い
た
効
果
研
究

の
結
果
に
も
ま
た
目
を
向
け
る
必
要
が
あ

る
の
で
す
。
異
な
る
測
定
指
標
か
ら
の
結

果
が
、
同
じ
方
向
を
示
し
て
い
れ
ば
効
果

に
対
す
る
信
頼
度
は
高
ま
り
ま
す
。

で
は
心
理
的
査
定
の
結
果
は
何
を
示
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
異
な
る
対
象
者

で
実
施
さ
れ
た
数
多
く
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
瞑
想
の
効
果
研
究
の
結
果
を
合
わ
せ

て
検
討
し
、
本
当
に
効
果
が
あ
る
と
言
っ

て
よ
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
分

析
方
法
と
し
て
メ
タ
分
析
と
い
う
手
法
が

あ
り
ま
す
。K

houry

た
ち
の
研
究
チ
ー

ム
は
、
2
０
9
の
研
究
、
１
２
１
４
５
人

分
の
デ
ー
タ
に
こ
の
手
法
を
適
用
し
、
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
を
中
心
に
据す

え
た

介
入
は
様
々
な
心
理
的
問
題
に
有
効
と
言

え
、
特
に
不
安
と
抑
う
つ
と
ス
ト
レ
ス
の

減
少
に
効
果
が
あ
る
と
報
告
し
て
い
ま

す
。
先
の
脳
科
学
の
知
見
と
併
せ
る
と
、

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
は
う
つ
や
不
安

を
減
少
す
る
な
ど
、
感
情
調
整
の
力
を
高

め
て
く
れ
る
と
言
っ
て
よ
さ
そ
う
で
す
。

★ 

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
手
順  

そ
の
一

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
手
順
は
と
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マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は

て
も
単
純
で
す
。
し
か
し
実
際
に
や
ろ
う

と
す
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
こ

と
に
気
づ
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
呼
吸
法

で
は
呼
吸
に
よ
っ
て
下
腹
部
（
お
臍へ
そ

の
３

か
ら
４
セ
ン
チ
下
あ
た
り
）
で
生
じ
る
感
覚

に
注
意
を
向
け
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ほ

ど
な
く
し
て
何
か
別
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
こ
こ
が
初
心

者
に
と
っ
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で

す
。
瞑
想
と
い
う
言
葉
か
ら
、
考
え
や
雑

念
が
何
も
浮
か
ば
な
く
な
る
こ
と
、
無
に

な
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
の
か
、「
あ
っ
、
ま
た
心
が

そ
れ
た
、
な
ん
て
自
分
は
だ
め
な
ん
だ
」

と
心
が
そ
れ
た
こ
と
で
自
身
を
非
難
し
て

し
ま
う
初
心
者
が
多
い
の
で
す
。

最
初
に
ご
紹
介
し
た
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
の
定
義
を
思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
注
意
を
向
け
る
際
の
心
の
態
度
は
、

批
判
・
非
難
・
評
価
し
な
い
と
い
う
態
度

で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
何

か
に
心
を
集
中
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
こ

か
ら
注
意
が
離
れ
て
他
の
こ
と
を
考
え
る

と
い
う
の
が
心
の
習
慣
で
す
。
で
す
か
ら

考
え
・
雑
念
が
出
て
き
て
も
、
そ
の
こ
と

を
非
難
す
る
必
要
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

心
が
飛
ん
で
行
っ
た
お
か
げ
で
、
注
意
を

ま
た
呼
吸
に
連
れ
戻
す
筋
肉
を
鍛
え
ら
れ

る
の
で
す
か
ら
、
む
し
ろ
喜
ん
で
も
よ
い

く
ら
い
で
す
。
呼
吸
か
ら
注
意
が
離
れ
て

何
か
他
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
た
ら
、「
あ
っ
考
え
に
注
意
が
移
っ

た
な
」
と
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
、
た
だ
呼

吸
に
優
し
く
注
意
を
連
れ
戻
し
ま
す
。
瞑

想
中
に
百
回
注
意
が
呼
吸
か
ら
離
れ
た

ら
、
百
回
優
し
く
連
れ
戻
す
の
で
す
。

こ
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
自
分
の
注

意
が
ど
こ
に
離
れ
て
い
っ
た
の
か
に
気
づ
く

力
と
、
そ
こ
か
ら
戻
っ
て
く
る
力
が
つ
い
て

い
き
ま
す
。
最
初
の
頃
は
、
い
つ
も
の
心
の

反
応
パ
タ
ー
ン
が
出
て
、
注
意
が
呼
吸
か
ら

離
れ
る
と
「
失
敗
し
た
」
と
捉
え
て
非
難
し

た
り
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
思
い
や

り
を
持
っ
て
呼
吸
か
ら
離
れ
た
注
意
を
取
り

扱
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
非
難
せ
ず
に
優
し
く

ゆ
っ
く
り
と
注
意
を
呼
吸
に
連
れ
戻
す
こ
と

を
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
で
、
新
し

い
反
応
パ
タ
ー
ン
い
わ
ば
新
し
い
心
の
回
路

が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

★ 

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
手
順  

そ
の
二

次
の
段
階
で
は
、
呼
吸
で
生
じ
る
身
体

感
覚
に
向
け
て
い
た
注
意
を
、
瞬
間
瞬
間
に

生
じ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
現
象
へ
と
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
次
第
に
、
何
が
起

こ
っ
て
も
、
そ
れ
を
失
敗
、
間
違
い
、
起

こ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
と
決
め
つ
け
て
非

難
・
批
判
し
た
り
、
反
射
的
に
そ
れ
を
抑

圧
し
た
り
攻
撃
し
た
り
と
い
っ
た
衝
動
的
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な
反
応
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

ま
ず
は
そ
こ
に
起
き
て
い
る
こ
と
を
あ
る

が
ま
ま
に
認
め
、
一
体
何
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
を
し
っ
か
り
と
自
覚
し
、
そ
の
上

で
そ
こ
に
留
ま
っ
て
対
処
す
る
こ
と
を
選

ん
だ
り
、
留
ま
る
こ
と
を
せ
ず
自
分
が
意

図
す
る
と
こ
ろ
へ
注
意
を
連
れ
戻
す
こ
と

を
選
ん
だ
り
、
と
い
う
こ
と
を
巧
み
に
選

択
し
実
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
回
路
が
育
つ
と
、
ス
ト
レ
ス
反
応

は
格
段
に
減
少
し
ま
す
。
嫌
な
こ
と
が
起

こ
っ
て
も
、
そ
れ
は
無な

く
そ
う
と
し
て
闘

う
対
象
で
は
な
く
て
、
た
だ
観
察
し
て
、

次
の
行
動
を
選
ぶ
対
象
に
な
る
か
ら
で
す
。

★
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
が
　

　
　
育
成
す
る
も
の

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
を
継
続
し
て

い
る
と
、
私
達
は
自
分
が
注
意
を
向
け
た

も
の
に
よ
っ
て
日
々
創
造
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
気
が
付
き
ま
す
。
例
え
ば
、
自
分
の

行
動
の
悪
い
面
に
注
意
が
向
く
人
は
、
自

分
は
ダ
メ
な
人
だ
と
感
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
し
、
周
り
の
人
の
行
動
を
悪
意
か
ら

と
ら
え
る
人
は
自
分
の
周
り
は
敵
だ
と
と

ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
反
対
に
、
自

分
の
行
動
の
良
い
面
に
注
意
が
向
く
人

は
、
自
分
は
良
い
人
だ
と
感
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
し
、
周
り
の
人
の
行
動
を
善
意

か
ら
と
ら
え
る
人
は
自
分
の
周
り
は
味
方

だ
と
と
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事
象

は
一
つ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

事
象
の
ど
こ
に
注
意
を
向
け
る
か
が
人
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
実
は
人
の

数
だ
け
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
分
が
ど
う
い
う
人
間

で
、
ど
う
い
う
人
々
に
囲
ま
れ
て
生
き
て

い
る
の
か
、
自
分
に
起
こ
る
出
来
事
を
ど

の
よ
う
に
意
味
づ
け
そ
れ
に
ど
う
対
応
す

る
か
は
、
私
た
ち
自
身
の
注
意
が
ど
こ
に

向
い
て
い
る
の
か
に
大
き
く
依
存
し
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
自
分
の
注
意
が
今
何

に
向
い
て
い
る
の
か
に
気
づ
く
力
と
、
そ

の
注
意
を
自
分
の
意
図
す
る
も
の
へ
と
移

し
て
い
く
力
は
、
心
の
苦
し
み
か
ら
解
放

さ
れ
る
上
で
、
ま
た
し
っ
か
り
と
目
覚
め

て
自
分
の
人
生
を
歩
ん
で
い
く
上
で
、
と

て
も
重
要
な
の
で
す
。

何
か
嫌
な
こ
と
が
起
こ
り
、
反
射
的
に

心
が
自
分
／
他
者
を
非
難
し
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
ら
、
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
の
最
初
の
一
歩
の
達
成
で
す
。

そ
し
て
、
自
分
の
人
生
の
時
間
を
非
難
に

使
う
か
、
非
難
せ
ず
に
対
処
に
使
う
か
、

他
の
こ
と
に
使
う
か
を
選
択
し
、
選
択

し
た
こ
と
に
注
意
を
移
す
こ
と
が
で
き
た

ら
、
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
。
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
こ
の
、
気
づ
き
→
選
択

→
注
意
の
移
動
、
と
い
う
心
の
回
路
を
効

果
的
に
育
成
し
て
く
れ
る
方
法
な
の
で
す
。


